
園生活や保育者にも慣れてきて、自分の思いが

出せるようになってきました。欲求が湧いてくる

のに対して言葉の発達が追い付かない時期とな

ります。感情を上手く言葉にできないため泣いた

り怒ったりと全身を使って感情を表現します。 

また友だちにも興味が出てきて関わろうとする

姿も見られるようになる一方で、「かみつき」 

「ひっかき」などトラブルも生まれやすくなり

ます。そういう行動をとった子どもの思いを成長

のひとつとして受けとめ、その上で「貸して」「見

せて」など言葉で思いを少しずつ表現できるよう

な援助を、1年通して心がけています。言葉で自

分の思いが出せるようになるのを待ちながら、友

だち作りの過程を、おうちの方も一緒に見守っ

て頂けたらと思います。 

そして「かみつくこと」や「ひっかくこと」は、

“友だちは痛いんだよ”“いけないよ”という 

ことを、その都度しっかり伝える 

ようにしています。 

 

 

 

R５/６/２４ 

わくわく☆どきどきの入園・進級の 4 月から、早いもので３か月がたとうとしています。初めは不安で

いっぱいだった子どもたちも園生活にすっかり慣れ、自分の好きな玩具や場所を見つけ楽しむ姿が見られる

ようになってきましたよ。そして少しずつ身の回りのことを自分でやろうとする気持ちも芽生えてきていま

す。今日はおうちの方と一緒に、お子さんの成長を喜び合える楽しい日にしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そら組での成長 

一人ひとりの様子を見ながら、       

トイレに行くようになりました。徐々に排尿

間隔が長くなり、オムツの中で排尿する回数

が減ってきます。トイレで排尿できるように

なってきましたら、パンツにチャレンジして

いきたいと思います。その時期が来ましたら、

個々にお知らせしていきますので、パンツの

用意をお願いします。（パンツはトイレトレー

ニングパンツ等の厚いものではなく綿の薄手

のものにしてください。）トイレで排泄できた

時には、一緒に喜び「次もしてみよう」と

思えるよう励ましながら、一人ひとりのペー

スに合わせ無理せず進めていきたいと思いっ

ています。 

 

自分でやってみたい 

 

 

 

よく噛んで食べよう 

 

 

 

いろいろな場面で「じぶんでやりたい！」

という気持ちが見られるようになってきまし

た。その気持ちを受け止め、じっくりゆったり

関わりながら進めていきたいと思います。おう

ちでも一緒に取り組んでみてくださいね。出来

た時には大いに褒め、喜びを共感していただく

とお子さんの自信となりやる気にも繋がってい

きます。 

 

そら組 保育参加           

自己主張 

 

 

 

トイレトレーニング 

 

 

 

離乳食から幼児食に変わるのに伴って  

咀嚼力をつけることと、生活習慣としてひと

りで食べようとする意欲を身に付けることが

大切ですかむ力がつくと、虫歯予防にもつな

がり、脳や言葉の発達、体力の向上などへも

良い影響があるといわれています。園ではス

プーンにのせてあげると自分で口に運んだ

り、「カミ、カミ…」と意識的に噛むことを知

らせたりしています。家庭でも楽しみながら

肉や野菜など咀嚼を促し、子どもたちが自分

で食べたくなるように工夫をしてみてくださ

いね。 



５．６．２４

【みかん寒天】 大人は子どもの２倍の分量です

粉寒天 0.4 g

水 35 g

さとう 5 g

オレンジ１００％ジュース 30 g

みかん缶 20 g

あか・そら組　試食会レシピ

（幼児１人分）

①粉寒天と水を鍋に入れ、火にかけて

かき混ぜながら溶かす。一度沸騰させる。

②砂糖を加えて溶かす。砂糖が溶けたら

火を止め、オレンジジュースを加える。

③固める容器を水で濡らす。容器に

寒天液を流し入れる。みかんを全体に散らす。

④粗熱がとれたら冷蔵庫に入れ、冷やし固める。

⑤固まったら容器から取り出し、切り分ける。
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